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１．はじめに 

 高耐力のあと施工アンカーとして，テーパー型ナットを PC

鋼棒に取り付けたあと施工アンカー工法が提案されている 1)2)．

提案されているあと施工アンカーの引抜試験結果は，コンリー

ト試験体強度が27～38N/㎜ 2程度のときアンカー筋に用いてい

る PC 鋼棒の 0.2％永久伸びに対する荷重（以下 0.2%耐力とす

る）を超えることが確認されている 3)． 

本稿では，適用範囲を確認するために，既往の研究より低い

強度のコンクリート母材においてテーパー型ナットを定着体

とした PC鋼棒あと施工アンカー工法を使用した場合の引抜試

験を行ったので報告する． 

２．試験概要 

 引抜試験概要を図-1に，引抜試験体の種類を表-1に示す．

母材となるコンクリート試験体は，900 ㎜×900 ㎜×900 ㎜と

し，試験体のコンクリート設計基準強度を 18N/㎜ 2 と，24N/

㎜ 2の 2種類を製作した． 

あと施工アンカーの施工は，コアボーリングによる削孔を

行い，無収縮モルタルを充填し，アンカー筋を定着した．  

アンカー筋は，SBPR1080/1230(C種 1号)PC鋼棒φ17および

φ23の 2種類を使用した．PC鋼棒のネジ部に，写真-1で示す

テーパー型ナットを嵌め込み，アンカー筋の定着体とした．ア

ンカー筋の埋込長は，アンカー筋径の 20 倍とした．引抜試験

は，引抜試験時の載荷冶具の反力が，テーパー先端定着体から

コンクリートへ伝達される応力範囲に入らないように考慮して設置し，センターホールジャッキにて行った． 

変位の測定は，自由端側にて測定した． 

表-1 引抜試験体 

試験体名 
アンカー 

筋径 

アンカー筋 

鋼材の規格 
埋込長(mm) 削孔径(mm) 

コンクリート

設計基準強度

(N/mm2) 

コンクリート 

試験体圧縮強

度(N/mm2) 

無収縮モルタ

ル圧縮強度 

(N/mm2) 

No.1 
φ17 

C種 1号

(SBPR1080/1230) 

340 28 24 27.3 62.5 

No.2 340 28 18 18.2 56.4 

No.3 
φ23 

460 36 24 28.4 66.3 

No.4 460 36 18 14.5 53.0 
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図-1 引抜試験概要図 

写真‐1 テーパー型ナット 
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３．試験結果 

 表-2 に引抜試験結果を示す．図-2 に試験体 No.1～No.4

の荷重と変位の関係を示す． 

PC 鋼棒φ17 の試験体 No.1，No.2 のいずれも，0.2%耐

力を超えたことを確認して載荷を中止した．同様に，PC

鋼棒φ23の試験体 No.3，4とも，0.2％耐力を超えたこと

を確認して載荷を中止した．  

４．試験後の観察と考察  

PC 鋼棒φ17の試験体 No.1 および No.2では，

コンクリート母材強度の違いによる，荷重と変位

の関係に大きな差は，確認できなかった．試験体

No.2 について試験後コアを採取し，割裂した．

内部の状況を写真-2 に示す．コアを観察すると

テーパー型ナット最小径部周辺にひび割れが確

認できた． 

PC鋼棒φ23の試験体 No.4は，No.3の変位 7.4

㎜に比べて変位が 40.7 ㎜と大きい結果となった．

試験体 No.4 について試験後コアを採取し，割裂

したところ，無収縮モルタルの充填不良が確認され

た（写真‐3）．無収縮モルタル充填時に，空気を巻き込

んで施工したためと考えられる． 

５．まとめ 

（１）18.2 N/㎜ 2，14.5N/㎜ 2のコンクリート母材にそ

れぞれφ17，φ23 のテーパー型ナットを定着体とした

あと施工アンカー工法を使用した場合，PC 鋼棒規格の

0.2％耐力を超えることを確認した．また，コンクリー

ト母材の圧縮強度が 18N/㎜²程度以上でのテーパー型

ナットを定着体としたあと施工アンカー工法の適用は

可能であることを確認した． 

（２）本試験において，無収縮モルタルの充填不良によ

る耐力の低下は見られなかった． 
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試験体名 最大荷重（kN） 最大荷重時変位（㎜） 

No.1 267.8 20.8 

No.2 270.7 23.6 

No.3 502.0 7.4 

No.4 500.0 40.7 

図‐2 引抜試験時の荷重変位関係 

表‐2 引抜試験結果 
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写真‐2 試験体 No.2（φ17）コア内部状況 

写真‐3 試験体 No.4（φ23）コア内部状況 
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土木学会第73回年次学術講演会(平成30年8月)

 

-584-

Ⅵ-292

 


